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はじめに

本書では、リーフのレスキュー作業を行う際の注意事項を記載しています。

◎	本書は事故時および故障時のレスキュー作業の一助として、安全に作
業を実施するために注意すべき情報を記載したもので、いかなる他の
目的に使用することは出来ません。日産自動車は人命救助のためのレ
スキュー作業に関する専門的知識・技術を有していません。レスキュー
作業者はレスキュー作業時に本書に記載された情報を利用するにあた
り、その内容をあらかじめ把握した上で自らの専門的知識に基づいて
判断・決定しなければなりません。

 

◎ 本車両は、高電圧のリチウムイオンバッテリーを搭載した電気のみで
走る純粋な電気自動車です。作業の取り扱いを誤ると感電などの重大
な傷害につながるおそれがあります。

◎ 安全に作業をしていただくために、事前に本書をよくお読みいただき、
注意事項を遵守してください。

● 安全に関する表記について
本書の中で使用しているマークと意味は次のようになっています。必
ずお読みください。

危険 守らないと感電による死亡、又は重大な傷害につながる事項及び作業要領

警告 守らないと生命の危険、又は重大な傷害につながるおそれのある事項及び作業要領

注意
守らないと傷害、又は事故につながるおそれがある事項及び作業要領で、特に注意すべ

き事項

車両の仕様変更により、本書の内容が被救助車両と一致しない場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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1. 本車両の外観と内装の特徴

本車両は電気自動車専用の車体を有しています。
下記に本車両の特徴を示します。被救助車両が当該車種であれば、本書の内容を遵守
して作業を実施してください。

1-1 外観

＊車両の下面は、カバーで覆われています。

＊排気システムは装着されていません。

: 車両前方
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1-2 内装

1.　充電インジケータ 2.　走行可能表示灯

1-3 車台番号・モデルナンバープレート
運転席シート足元に車台番号が打刻されています。モデルナンバーラベルには、型式及び車台番号等が記

されています。リーフは、ZE2 で識別できます。

車台番号　例：ZE2　－　□□□□□□
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2. 安全に作業を行うための基礎知識

本車両は、約 400V の高電圧システムを備えています。
ここでは、主に高電圧で作動する各部品の説明と、車両の安全対策などの基礎知識に
ついて解説します。

2-1 主要な構成部品

番号 構成部品 配置 説明

➊ パワープラグジャンクション
ボックス★

ラゲッジルーム下 パワープラグインバータ（1500W AC インバーター）及び
PTC バッテリーヒーターへ高電圧電源を供給する。

➋ パワープラグインバーター
(1500W AC インバーター ) ★

ラゲッジルーム下 100V AC 電源（1500 W）を供給するためにリチウムイオン
バッテリーの電力を変換する

➌ PTC ヒーター エアコンユニットに内蔵 高電圧で作動する専用のヒーターで、空気を加熱し暖房を
行う。
PTC：（Positive Temperature Coefficient）

➍ 普通充電ポート 車両右側 普通充電ケーブルの接続口。
普通充電は、普通充電ポートから車載充電器を介してリチ
ウムイオンバッテリーを充電する。

➎ 充 電ケーブル＆充 電 コネク
ター★

充電ポート リチウムイオンバッテリー普通充電時に使用する。
充電ケーブル先端の充電コネクターを普通充電ポートの接
続口に接続して使用する。

⑥ 12V バッテリー モータールーム 12V で作動する電装品に電力を供給する。

➐ 高電圧供給ユニットアッセン
ブリー

モータールーム 車載充電器：
•	 家庭用コンセントからの電力を単相交流から直流に変換

し、電圧を上げ、リチウムイオンバッテリーを充電する。
•	 V2L（普通充電ポート）使用時は、リチウムイオンバッテ

リーの電力を直流から交流に変換して出力し、AC 外部
給電コネクターを介して、家電製品等に使用できる。

DC/DC コンバーター：
リチウムイオンバッテリーの高電圧を降圧して、12V バッテ
リーへ供給する。
高電圧ジャンクションボックス：
リチウムイオンバッテリからの高電圧電源を各部品に分配す
る。

➑ 電動パワートレインアッセン
ブリー

モータールーム インバーター、駆動モーター及び減速機の 3 部品を一体化
したユニット。
インバーター：
リチウムイオンバッテリーに蓄えられた電力を直流から三相
交流に変換し、モーターを制御する。
駆動モーター：
三相交流の電力を動力（回転力）に変換する。
減速機：
駆動モーターの高回転を実用的な回転数、トルクに変換す
る。

➒ 急速充電ポート 車両左側 急速充電ケーブルの接続口。
急速充電は、急速充電ポートからリチウムイオンバッテリー
へ直接充電される。
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番号 構成部品 配置 説明

➓ リチウムイオンバッテリー 車両下部 車両を駆動するための電力を蓄え、出力する。
バッテリの温度を制御するためにクーラントを循環させてお
り、バッテリクーラントクーラ、PTC バッテリーヒーターを
使用してクーラントの温度を制御する。

⓫ サービスプラグ 後部座席足元 高電圧回路を機械的に遮断する。

⓬ PTC バッテリーヒーター★ 車両下部 高電圧で作動するリチウムイオンバッテリー温度調整用
ヒーターで、冷却水を加熱する。

★：車両型式、オプションなどで異なる装備
＊黒く塗りつぶされた数字は高電圧部品を示しています。
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2-2 高電圧に対する車両の安全対策
本車両には高電圧に対する、下表の安全対策が施されています。

絶 縁 高電圧回路は、プラス / マイナスの両極とも車体と絶縁されている

接 触 防 止 高電圧部品と高電圧ハーネスには、ケースやカバーを設定し、高電圧導電部に直接触れられない構造になって
いる

等 電 位 化 高電圧部品のケースと車体間を電気的に接続（等電位化）することで、万一漏電が発生した時の感電対策が施
されている

識 別 高電圧部品には警告ラベルを貼付し、高電圧ハーネスはオレンジ色の被覆で統一されている

高電圧警告ラベル（例）

2-3 高電圧回路の遮断
本車両には、下表のとおり高電圧回路を遮断するシステムを備えています。

サービス・プラグ リチウムイオンバッテリーの中間電圧の位置にあり、手動でリチウムイオンバッテリーから引き抜くこと
で高電圧回路を遮断する

システムメインリレー リチウムイオンバッテリーの両極に位置し、パワースイッチの操作や充電 / 給電操作、及びオート ACC
の ON/OFF により高電圧回路の接続 / 遮断を行う。また、衝突時（エアバッグ展開時など）やシステム
の故障時は、自動的に高電圧回路を遮断する

充電コネクター 充電中は、充電コネクターを引き抜くことで、高電圧回路を遮断する

ループハーネス 緊急時、車両損傷によりパワースイッチが操作できない状況に備え、モータールーム内にループハーネ
スを備えている。ループハーネスを切断することで、高電圧回路を遮断する。

2-4 感電防止等の注意事項
1.	 高電圧部品や高電圧ハーネスの破損部又は内部露出部分には触らないでください。万一、触る場合は

必ず絶縁保護具を着用してください。

2.	 レスキュー作業を実施する前に高電圧システムを停止し、高電圧回路を遮断してください。（3-3 作業

方法　1. 高電圧システムの遮断）

3.	 高電圧回路遮断後も、リチウムイオンバッテリー内部は高電圧を保持しているため、絶対に素手で触

らないでください。

4.	 高電圧部品や高電圧ハーネスの破損した部位は、絶縁テープで絶縁処理してください。

RES0283J
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3. レスキュー作業時のポイント

3-1 準備品
レスキュー作業時は下表の準備品を用意してください。

準備品 仕様 用途

絶縁保護具
（絶縁手袋 / 耐電安全靴）

600V までの低圧作業用 作業者の感電事故防止

スパナ等 口径サイズ：10mm •	 サービス・プラグ抜き取り時のカバーの固定ボルトの
取り外し

•	 12V バッテリーの端子取り外し

耐溶剤保護具
（保護ゴム手袋 / 保護メガネ）

耐溶剤性を有するもの リチウムイオンバッテリー電解液が漏れている際の皮膚や
目の保護

吸着マット、ウエス エンジン車で使用するものと同等品 油脂類、リチウムイオンバッテリー電解液の吸着

消火器 ABC 消火器
《電気火災（電気配線、電気機器など

による火災）及び、油火災（ガソリン、
石油などによる火災）に有効なもの》

火災の初期消火

絶縁テープ 絶縁用 破損したハーネスの絶縁処理

3-2 車両の固定と安定
パーキングブレーキをかけ、輪止めで固定してください。車両の下に木片等の支持物を置き、タイヤの空

気を抜いて車両を安定させます。

1. 　支持位置 2.　支持禁止位置 3.　リチウムイオンバッテリーの
コネクター位置

注意

◆◆ 高電圧部品や高電圧ハーネスの内部が露出している場合は、その下に支持物及び

救出用リフトエアバッグ装置を置かないでください。

◆◆ 救出用リフトエアバッグを使用する場合は、絶対にリチウムイオンバッテリーのコネ

クター部に設置しないでください。
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3-3 作業方法
1.	 高電圧システムの遮断

危険

◆◆ レスキュー作業を実施する前に高電圧システムが停止状態になっていないと、感電

により重大な傷害につながり、最悪の場合、死亡に至る可能性があります。

◆◆ やむを得ず高電圧部品や高電圧ハーネスの内部露出部分に触れる場合又は触れる

おそれがある場合には、必ず絶縁保護具の着用、及び絶縁テープで露出部を覆う

などの処置を行ってください。

警告

◆◆ 充電インジケーター、又は走行可能表示灯が点灯している時は高電圧が起動状態で

す。ただし、充電インジケーター、及び走行可能表示灯が両方とも消灯している場

合でも放電処理が完了しておらず、電圧が残る場合があります。

◆◆ 充電インジケーター、及び走行可能表示灯が両方とも消灯している場合でも、オー

ト ACC 機能中は高電圧が起動状態です。オート ACC 機能が OFF になっても放電処

理が完了しておらず、電圧が残る場合があります。

◆◆ 必ずメータ内の走行可能表示灯とダッシュボードの充電インジケータが消灯している

ことを確認してください。

◆◆ 車両に充電ケーブルが接続されている場合は、充電コネクターを抜いてください。

1.　充電インジケータ 2.　走行可能表示灯

◆◆ 高電圧システム遮断後、高電圧が蓄積されている部品（リチウムイオンバッテリーを

除く）から完全に放電されるまでは 10 分かかります。なお、高電圧システム遮断

後 5 分後に人体に受傷の危険性が低いとされる 60V 以下に放電されますので、こ

の時点でレスキュー作業を行う際は残電荷のショート等の二次災害に十分注意の上、

必要な保護具を着用してレスキュー作業にあたってください。

◆◆ 高電圧システムを遮断し、12V バッテリーのマイナス端子を取り外し後、SRS エアバッ

グシステムは電圧を 3 分間保持しています。ハーネスのショート、又は衝撃により

SRS エアバッグが突然展開し、重大な傷害につながる可能性があります。

＊ 12V バッテリーの接続を切り離すと、電装関係の操作が不可能になることがあるため、12V バッテリー
端子取り外し前に必要に応じて、ドアガラス、ドアロック及びバックドアなどの操作を行ってください。
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注意

高電圧システムが起動している状態（走行可能表示灯が点灯状態、充電インジケータ

が点灯・点滅状態、又はオート ACC 機能が ON 状態）で、12V バッテリーのマイナス

端子を外しても、DC/DC コンバーターが作動しているため、12V 系回路は遮断されま

せん。また、高電圧システムも遮断されません。

高電圧システムを遮断する方法は下記 3 手段があります。高電圧を遮断し、10 分経過後はレスキュー作業が可

能となります。下記 3 手段がすべて不可能な場合は、確実な高電圧の遮断が出来ません。絶縁保護具を着用し、

十分な絶縁対策をとったうえでレスキュー作業を実施してください。

・方法 A：パワースイッチを 2 秒以上長押しして OFF にする。

・方法 B：ループハーネスを切断する。

・方法 C：サービスプラグを取り外す。

方法 A：パワースイッチを2秒以上長押ししてOFFにする　

実施手順

1 ）  運転席ドアを開けておく。開けることができない場合は、開閉可能なドアのいずれかを開けておく。

2 ）  インテリジェントキーが近くにある場合は、誤作動防止のため、

インテリジェントキーを必要とする作業の場合を除きインテリ

ジェントキーを 5 メートル以上離す。

3 ）  車両の充電ポートに充電コネクタ、又は V2L 機器が接続されていないことを確認する。ダッシュボード上の

充電インジケータが点灯・点滅している場合は高電圧システムは起動状態である。

4 ）  車両に充電コネクタ、又は V2L 機器が接続されている場合は、車両から取り外す。
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5 ）  あらかじめモータールームのフードを開ける。

6 ）  パワースイッチを 2 秒以上長押しする。

7 ）  メータ内の走行可能表示灯を確認する。走行可能表示灯が点灯している場合は高電圧システムは起動状態

である。走行可能表示灯が消灯しない場合は状況に応じて以下の方法を実施する。

・フードを開けることができた場合		  ⇒　方法 B（P.12）

・フードを開けることができなかった場合	 ⇒　方法 C（P.13）

8 ）  手順 6 の後、車外に出てからドアを閉め、4 分以上待つ。

注意：
•	 オート ACC 機能によりアクセサリー電源が ON となるため、待機中はドアロックの操作やドアの開閉などの車両

操作を行わないこと。
•	 車両操作を行ったときは、その時点からさらに 4 分以上待つこと。

9 ）  12V バッテリー①のマイナス端子②を取り外し、絶縁テープで覆う。					   

10 ）  パワースイッチを 2 秒以上長押しして OFF 後、高電圧用コンデンサーの放電が完了するまで、10 分間放置

する。

11 ）  レスキュー作業を行う。
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方法 B：ループハーネスを切断する

実施手順

1 ）  車両前方から見てモータールーム左側にあるループハーネスのラベル両端を切断する。

2 ）  12V バッテリーのマイナス端子を取り外し、絶縁テープで覆う。（12V バッテリーのマイナス端子の取り外しに

ついては、方法 A の手順 9 を参照。）

3 ）  ループハーネスを切断後、高電圧コンデンサーの放電が完了するまで、10 分間放置する。

4 ）  レスキュー作業を行う。
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方法 C：サービス・プラグを取り外す　（絶縁保護具を準備できる場合）

警告

以下が当てはまる場合は、危険を伴うため、サービスプラグへアクセスしないでくださ

い。

•	 リチウムイオンバッテリーから煙（白煙）が発生している。

•	 車両から異臭（焦げたにおい）が発生している。

運搬などでサービスプラグを取り外す場合は、赤外線（IR）温度計（非接触温度計）を使用し、リチウムイオンバッテリー

表面や、点検ホールカバーの温度が周囲の温度と同等以下まで下がっていること、及びサービスプラグに溶損・破損

が無いことを確認してから作業を行ってください。

非接触温度計が無い場合は、24 時間以上観察し、異常が無いことを確認してから作業を行ってください。

実施手順

1 ）  リヤドアを開ける。

2 ）  後席シートクッションのファスナー①を開く。

: 車両前方

3 ）  点検ホールカバー取付ボルト①と取付ナット②を取り外し、

点検ホールカバーを取り外す。

参考：	ボルトを外せない、又は外す工具が無い場合は、取付ナットを
取り外し後に点検ホールカバーを曲げ、サービスプラグにアク
セスできるようにする。

4 ）  絶縁保護具を着用し、図の手順で取り外す。

①	 レバーに指を掛けて、矢印の方向にレバーが停止するまで起こす。

②	 爪を押して、ロックを外す。

③	 レバーを矢印の方向に起こす。

④	 レバーを持ちながら矢印の方向に引き抜く。

ILL-000346909

ILL-000346910

ILL-000346907
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5 ）  サービス・プラグを取り外し後、高電圧が蓄積されている部品（リチウムイオンバッテリーを除く）から放電

が完了するまで、10 分間放置する。

6 ）  可能であれば、12Vバッテリーのマイナス端子を取り外し、絶縁テープで覆ってからレスキュー作業を行う。（12V

バッテリーのマイナス端子の取り外しについては、方法 A の手順 5 及び 9 を参照。）

不可能な場合は、12V 系回路の遮断ができません。ハーネスのショート、又は衝撃により SRS エアバッグシ

ステムが突然展開し、重大な傷害につながる可能性がありますので、十分な対策を行ったうえでレスキュー

作業を行ってください。

危険
サービス・プラグを取り外す際は、必ず絶縁保護具を着用してください。

感電により重大な傷害につながり、最悪の場合、死亡に至る可能性があります。

警告
取り外したサービス・プラグは、作業中に他者が誤って接続することがないように作業

者自身が携帯し、車両側のコネクターを絶縁テープで覆い、点検ホールカバーを取り付

けてください。

2.	 車体の切断

危険

◆◆ レスキュー作業を実施する前に高電圧システムが停止状態になっていないと、感電

により重大な傷害につながり、最悪の場合、死亡に至る可能性があります。

◆◆ やむを得ず高電圧部品や高電圧ハーネスの内部露出部分に触れる場合又は触れる

おそれがある場合には、必ず絶縁保護具の着用、及び絶縁テープで露出部を覆う

などの処置を行ってください。

警告

◆◆ 火花による引火等により、レスキュー作業者・乗員に重大な傷害を及ぼすおそれが

あるので、油圧カッターなどの火花の飛ばない適切な機器を使用して、車両を切断

してください。

◆◆ リチウムイオンバッテリー本体は絶対に切断しないこと。
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1 ）  高電圧部位

高電圧部位は感電のおそれがあるため切断不可。

① 12V バッテリー ② 高電圧供給ユニットアッセンブリー
•	 DC/DC コンバーター
•	 車載充電器
•	 高電圧ジャンクションボックス

③ 電動パワートレイン
•	 駆動モータインバーター
•	 駆動モーター
•	 減速機

④ 高電圧コンプレッサ― ⑤ エアコンユニット
（PTC ヒーター内蔵）

⑥ 急速充電ポート

⑦ 高電圧ハーネス ⑧ リチウムイオンバッテリー ⑨ サービスプラグ

⑩ PTC バッテリーヒーター★ ⑪ パワープラグインバーター
（1500W AC インバーター）★

⑫ パワープラグジャンクション
ボックス★

★：車両型式、オプションなどで異なる装備

 

2 ）  樹脂部品の位置

下記青色の部位は樹脂部品になります。スプレッダーを使用して広げにくい場合があります。
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3 ）  SRS エアバッグシステムのモジュール及びハーネスの位置詳細

エアバッグ未展開時は、高電圧システムを遮断して 12V バッテリーのマイナス端子を取り外し後、3 分以上

経過していればインフレーター部分以外は切断が可能です。

エアバッグ展開済みの場合は、展開しているエアバッグのハーネス、モジュール、インフレーターの切断が

可能です。

①　プリテンショナーシートベルト（後席右側）
　　インフレーター

②　C ピラーサテライトセンサー（右側）

③　カーテンエアバッグモジュール（右側）
　　インフレーター

④　サイドエアバッグモジュール（運転席）
　　インフレーター

⑤　ラッププリテンショナーシートベルト（運転席）
　　インフレーター

⑥　プリテンショナーシートベルト（運転席）
　　インフレーター

⑦　B ピラーサテライトセンサー（右側） ⑧　運転席エアバッグモジュールインフレーター
⑨　フロントドアサテライトセンサー（右側） ⑩　クラッシュゾーンセンサー
⑪　助手席エアバッグモジュール ⑫　エアバッグセンサーユニット
⑬　フロントドアサテライトセンサー（左側） ⑭　ラッププリテンショナー（助手席）

　　インフレーター
⑮　B ピラーサテライトセンサー（左側） ⑯　プリテンショナーシートベルト（助手席）

　　インフレーター
⑰　サイドエアバッグモジュール（助手席）
　　インフレーター

⑱　カーテンエアバッグモジュール（左側）
　　インフレーター

⑲　C ピラーサテライトセンサー（左側） ⑳　プリテンショナーシートベルト（後席左側）
　　インフレーター
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4 ）  高張力鋼板部位

危険 リチウムイオンバッテリー本体は絶対に切断しないこと。

車両上面

車両下面
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3.	 水没時の対応
車両に損傷が無いことを確認します。

車両の損傷が激しく、リチウムイオンバッテリーが変形・破損又は内部が露出している場合には絶縁保護具を着

用の上、リチウムイオンバッテリーや露出部に触れないように注意しながらレスキュー作業を行ってください。

水没状態の車両は、パワースイッチを 2 秒以上長押しして OFF にし、車両を完全に引き上げてから作業を開始

してください。また、水と車両は等電位であるため、水中に入っても感電の危険はありません。

警告
感電のおそれがあるため、水中ではサービス・プラグをはじめ高電圧部品や高電圧ハー

ネスに触れないでください。

4.	 車両火災時の措置
発煙や車両火災が発生している場合は、直ちに消防署へ連絡し、可能であれば初期消火を実施してください。

なお、車両を離れる場合は、レスキュー作業や消火作業に当たる人に、本車両が電気自動車（高電圧を有する車両）

であることを喚起してください。

注意

◆◆ 消火器は、ABC 消火器を使用してください。《電気火災（電気配線、電気機器など

による火災）及び、油火災（ガソリン、石油などによる火災）に有効な消火器》

◆◆ 水で消火する場合は、十分に冷却させるため消火栓などから大量の放水が可能な

場合のみ水での消火を行ってください。

5.	 液漏れ時の対応
リチウムイオンバッテリーの電解液は無色透明で芳香臭があります。

電解液は、バッテリーセル内の電極体及びセパレータに浸透しており、万が一、リチウムイオンバッテリーが破

損した場合にも、リチウムイオンバッテリーから大量に流出することはありません。

万が一、リチウムイオンバッテリーの電解液が漏れている場合は引火性があるため、直ちに火気より遠ざけてく

ださい。十分に換気を行い、電解液は耐溶剤保護具を着用してウエス等で拭取ってください。

また、液漏れした電解液及びその蒸気は、空気中の水分と反応して酸性の物質を生成する可能性があり、皮膚

や目に刺激性があるため、万が一、電解液に触れたり目に入ったりした場合は多量の流水でよく洗い流し、速

やかに医師の診断を受けてください。

リチウムイオンバッテリー電解液以外のフルードはエンジン車両で使用されている一般的な自動車フルードと同

様です。エンジン車両の場合と同様の処置を行ってください。

注意
電解液漏出時に使用した吸着マット、ウエスの廃棄は、都道府県知事の許可を受けた

専門の産廃業者に委託してください。



19

3-4 乗員へのアクセス

危険

◆◆ レスキュー作業を実施する前に高電圧システムが停止状態になっていないと、感電

により重大な傷害につながり、最悪の場合、死亡に至る可能性があります。

◆◆ やむを得ず高電圧部品や高電圧ハーネスの内部露出部分に触れる場合、又は触れ

るおそれがある場合には、必ず絶縁保護具を着用してください。

1.	 使用ガラスの確認
必要に応じて、車両で使用されているガラスの種類を確認してください。

A: 合わせガラス B: 強化ガラス

参考：
標準ルーフ車はルーフにガラスは使用されていません。

2.	 ドアの取り外し
ドア
ドアに取り付けられたノブまたはハンドルを操作することで開けることができます。

ドアは、電気式・油圧式といった従来の救助ツールやハンドツールによって取り外すことができます。状況によっ

ては、ドアをこじってヒンジを外すと作業が容易になります。

フラッシュドアハンドル
バッテリーが切れてドアハンドルが外側に展開しない場合は、以下の手順でドアを開けることができます。

1. 運転席ドアのドアハンドル前部を押します 。

2. ドアハンドルを格納位置から引き出し、ドアハンドルを引いてドアを開けます。
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注意：

ドアがロックされている場合は、インテリジェントキーから内蔵キーを

引き出し、キープレートをキーヘッドから取り外します。その後、運転

席ドアにある鍵穴に内蔵キーを差し込んで車両前方 に内蔵キーを回す

と解錠します。施錠するときは、車両後方 に内蔵キーを回します。

3.	 ハンドルの位置調整

ハンドルは図のように調整します。

4.	 フロントシートの位置調整

フロントシートは図のように調整します。

パワーシート
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マニュアルシート

5.	 ヘッドレストの取り外し
ボタンを押しながら上に引き抜きます。

注意：

緊急時に BOSE ヘッドレストスピーカー付車のヘッドレストを取り

外す必要がある場合は、適宜配線及び配線カバーを切断してか

らボタンを押して引き抜いてください。通常、BOSE ヘッドレスト

スピーカー付車のヘッドレストは取り外せません。

6.	 シートベルトの取り外し
解除ボタンを押しながら上に引き抜きます。

外れない場合は、ベルトカッターで切断してください。

EVJ018

EVJ019
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4. ロードサービス

4-1 ジャンプスタート（12V バッテリーあがり時の対応 ）
12V バッテリーの電圧低下、又はあがった場合には、次のような現象が発生することがあります。

•	 パワースイッチを ON にしてもメーターが表示しない（高電圧システムが起動しない）。

•	 スタートアップサウンドが鳴らない。

•	 リチウムイオンバッテリーを充電できない。

•	 ホーンの音が小さい、又は鳴らない。

•	 パークロックシステムが作動しないため、車両をパーキングポジションで固定できない。また、パークロッ

クがかかった状態でバッテリーがあがった場合は、解除できない。

ブースターケーブル接続の作業手順
1 ）  シフトスイッチの P スイッチを押し、シフトポジションを P に切

り替える。

シフトインジケーター表示が、P になったことを確認する。

参考：P レンジに入っていることや、パーキングブレーキがかかってい
ることを確認できない場合は、輪止めをする

2 ）  パーキングブレーキをかける。

3 ）  パワースイッチを OFF にする。

4 ）  救援車両の 12V バッテリーと本車両の 12V バッテリーを、ブースターケーブルを用いて次の手順で接続する。

1 本目

(1)   ブースターケーブル①を本車両のヒューズボックス横のプ

ラス端子に接続する。
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(2)  ①のブースターケーブルの反対側②を救援車両の（正常な）

12V バッテリーのプラス端子へ接続する。

2 本目

(3)   ブースターケーブル③を救援車両の（正常な）12V バッテ

リーのマイナス端子へ接続する。

(4)   ③のブースターケーブルの反対側④を本車両の車体（2 の

手順で接続したプラス端子から離れたステーなど）に接

続する。

5 ）  救援車両のエンジンを始動する。

6 ）  救援車両のエンジン始動状態で、本車両のブレーキペダルを

踏み、パワースイッチを ON（走行可能表示灯が点灯）にする。

7 ）  パワースイッチが ON になった場合は、取り付けたときと反対

の順序（④→③→②→①）でブースターケーブルを取り外す。

リチウムイオンバッテリーの電力で 12V バッテリーを充電する

ため、そのまま 20 分以上パワースイッチ ON の状態を維持す

る。

＊ 上記の手順を実施しても走行可能表示灯が点灯しない場合、又は、メーター部に「EV システム異常

警告灯」  が点灯した場合は、車両運搬車等により車両を移送してください。

警告

ブースターケーブルを接続する場合は、以下のことを必ず守ってください。火花が発生し、

12V バッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発し、重大な傷害につながるおそ

れがあります。

•	 ブースターケーブルを正しい順番と位置で接続する。
•	 ブースターケーブルを自車 12V バッテリーのマイナス端子に直接接続しない。
•	 ブースターケーブルのプラス端子とマイナス端子を接触させない。
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4-2 電動パーキングブレーキの手動による解除方法
電動パーキングブレーキを、操作しても解除できない場合は、下記手順に従い作業を行ってください。

1 ）  パワースイッチを ON できる場合は、シフトスイッチの P スイッチを押して、パークロックをかける。シフトイ

ンジケーター表示が、P になったことを確認する。（P レンジに入っていることが確認できない場合や 12V バッ

テリーあがり時は、輪止めをする。）

2 ）  パワースイッチを OFF にする。

3 ）  パーキングブレーキスイッチの表示灯 が消灯していることを

確認する。

参考：
•	 パーキングブレーキはリヤに装着されているため、以下の作業は

リヤホイール回りで行います。
•	 本作業は一般的な工具で実施可能です。

4 ）  パーキングブレーキアクチュエータハーネスコネクタ①をリヤブ

レーキキャリパ ASSY ②から外す。

5 ）  パーキングブレーキアクチュエータ①をリヤブレーキキャリパ

ASSY ②から取り外す。

6 ）  リヤブレーキキャリパ ASSY ①のスピンドル部 を右方向に回

す。

7 ）  パーキングブレーキが解除される。

ILLU-000002836

ILLU-000002844

ILL-000417765
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4-3 パークロックの解除方法
本車両は、電動のパークロックにより、12V バッテリーあがり時にはパークロックの解除ができなくなりま

す。12V バッテリーからの通電停止時にパークロック解除を必要とする場合は、下記手順に従い作業を行っ

てください。

注意：やむを得ず前輪接地、又は手押し等で車両の移動を行う場合、パークロックの解除状態（N レンジ）を維持す

る必要があります。この車両は、パワースイッチ OFF 状態でパークロックが作動します。N レンジを維持する為、下

記の作業を必ず行ってください。下記作業を行わず牽引を行った場合、重大な事故に繋がる可能性があります。

注意 :
•	 登坂路でパークロック解除を行う場合は、事前に輪止め等で車両をしっかり固定すること。
•	 外部の 12V 電源がない場合はパークロックの解除ができないため、車載等の方法で車両を移動させること。

1 ）  12V バッテリーにブースターケーブル等を使用し、12V 電力を加える。

2 ）  ブレーキペダルを踏まない状態でパワースイッチを ON にする。

注意：READY 状態（走行可能状態）にしないこと。

3 ）  パーキングブレーキが作動していることを確認する。（電動パーキングブレーキ表示灯の点灯を確認する。）

4 ）  N レンジを選択する。

•	 ブレーキペダルを踏みながらシフトスイッチの N スイッチを押し、シフトポジションインジケーターが N と表示
されたことを確認する。

5 ）  フードを開け、モータルームにある F/L・ヒューズホルダのカバー

①を取り外す。

注意：

シフトポジションが N レンジのとき、運転席のドアを開けると

シフトポジションは自動的に P レンジに切り替わる。運転席以

外のドアを開けた場合は、シフトポジションは N レンジのまま

変わらないため、単独で作業を行う場合は、運転席以外のド

アから車両を降りる。

6 ）  30A ヒューズ（SHIFT MOTOR ヒューズ）①を取り外す。

7 ）  パーキングブレーキを解除する。

注意 : 輪止め等を使用し、車両が動き出さないようにすること。

8 ）  パワースイッチを OFF にする。

9 ）  ブースターケーブルを 12V バッテリーから取り外す。

10 ）  車両を移動する。

注意：車両移動後は輪止め等を使用し、車両が動き出さないようにすること。

ILLU-000047203

ILLU-000047204
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作業後の回復方法

1 ）  12V バッテリのマイナス端子を取り外す。

2 ）  30A ヒューズ（SHIFT MOTOR ヒューズ）を取り付ける。

3 ）  F/L・ヒューズホルダのカバーを取り付ける。

4 ）  12V バッテリのマイナス端子を取り付ける。

5 ）  パワースイッチを ON にし、5 秒待機したあと P スイッチを押す。

6 ）  パワースイッチを OFF にし、5 秒待機する。

4-4 車両の運搬要領
1.	 車両諸元

全長 4,360 mm
全幅 1,810 mm
全高 1,550 ～ 1,565 mm
ホイールベース 2,690 mm
最低地上高 135 mm
車両重量 1,760  ～ 1,920 kg

フロントアプローチアングル 18.0°
リヤデパーチャアングル 26.1°

2.	 車両運搬時の注意事項
•	 前輪又は 4 輪（やむを得ない場合を除き）を接地させた状態でけん引しないこと。

後輪接地

パーキングブレーキを解除する。

注意：

•	 けん引は 30 km/h 以下の速度でできる限り短距離の移動のみ
とすること。
•	 VDC が作動しブレーキがかかることがあるので、前輪を上げて
けん引するときは、パワースイッチをONにしないこと。
•	 けん引中は、e-Pedal Step、プロパイロット、踏み間違い衝突
防止アシストをOFFにすること。

車載

車両を確実に固定してください。

JMAIA1284ZZ

JMAIA1285ZZ
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この車両で他車をけん引することはできません。後ろ側について

いるけん引フック取り付け穴は船舶輸送時の固定専用です。

けん引やトレーラー輸送時などの固定には絶対使用しないでくだ

さい。

トレーラーなどで輸送するときは、タイヤ固縛を行い車両を固定してください。

4 輪接地

やむを得ず 4 輪接地でけん引する場合は、下記に注意する。

•	 パーキングブレーキを解除する。
•	 パワースイッチを ON にして、シフトポジションを Nレンジにする。

注意：

•	 けん引は 30 km/h 以下の速度でできる限り短距離の移動のみ
とすること。
•	 走行可能表示灯が消灯していると、ブレーキやパワーステアリ
ングの倍力装置が働かなくなるため、極度にブレーキの効きが
悪くなったり、ハンドル操作が重くなるので注意すること。
•	 長い下り坂では、ブレーキが加熱して効かなくなり、事故につながるおそれがある。このような場所でけん
引するときは、レッカー車で引くかトレーラーに車載すること。
•	 オートPレンジ機能により、シフトポジションをPレンジからNレンジに切り替えることが出来なくなるため、
けん引中はパワースイッチをOFFにしないこと。

危険

◆◆ 高電圧部品や高電圧ハーネスに損傷がある場合は車両の運搬作業実施前に、高電

圧システムが停止状態になっていないと、感電により重大な傷害につながり、最悪

の場合、死亡に至る可能性があります。

◆◆ やむを得ず高電圧部品や高電圧ハーネスの内部露出部分に触れる場合又は触れる

おそれがある場合には、必ず絶縁保護具を着用して絶縁テープでハーネスを覆って

ください。

注意

◆◆ 車両運搬車両で移送する際は、12V バッテリーのマイナス端子を外し、絶縁テープ

で保護してください。

◆◆ 下記いずれかに該当する場合にはパワースイッチを 2 秒以上長押しして OFF にした

後、絶縁保護具を着用してサービス・プラグを抜き、車両運搬車により移送してく

ださい。

① 高電圧部品や高電圧ハーネスに損傷がある。
② 駆動系、ブレーキ、サスペンション、タイヤなどに損傷がある。
③ 油、冷却水などの液漏れがある。
④ ブレーキを踏みながら、パワースイッチを ON にしても、走行可能表示灯が点灯

しない。

JMAIA1283ZZ



28

3.	 けん引方法

注意
高電圧システムが停止していると、ブレーキやパワーステアリングの倍力装置が働かなく

なるため、極度にブレーキの効きが悪くなったり、ハンドル操作が重くなるので注意して

ください。

1 ）  けん引フックの設置

①   ラゲッジルームからけん引フックを取り出す。

②   先の細い工具を布などで覆い、フロントバンパーのカバー

の溝に下側から差し込んでカバーを外す。

③   金属の固い棒などを使用して、けん引フックを取り付ける。

2 ）  けん引車両とロープ等で接続する。

3 ）  ブレーキを踏みながらパワースイッチを ON にする。（走行可能表示灯が点灯し、高電圧システムが起動する）。

4 ）  シフトポジションを N レンジにする。

5 ）  パーキングブレーキを解除する。

RES0115E
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5. 事故車両保管時の注意

事故処理後の車両保管など、関係者が車両から離れる場合には、高電圧回路の遮断（サ
ービス・プラグの取り外し）を行い、周囲に本車両が高電圧のリチウムイオンバッテ
リーを有する電気自動車であることを喚起するため、次ページの「高電圧作業中に付
き触るな！」の標示を行ってください。

注意
◆◆ リチウムイオンバッテリーの損傷が激しい場合は車両を建築物内に停めないでくだ

さい。また、建築物や他の車両から十分に離して停めてください。

◆◆ 損傷が激しいリチウムイオンバッテリーから遅れ火災が発生する可能性があります。



30

警告！

高電圧作業中に付き
触るな！

作業担当者

警告！

高電圧作業中に付き
触るな！

作業担当者




